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荒
井
沢
市
民
の
森
を
歩
い
て
い
る
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
断

層
が
見
え
ま
す
。
断
層
は
何
万
年
も
か
か
っ
て
作
ら
れ
る
そ
う

で
、
地
球
の
歴
史
を
考
え
な
が
ら
見
て
い
る
と
、
そ
の
間
か
ら

ほ
ん
の
一
滴
ず
つ
ポ
ト
ポ
ト
と
水
が
落
ち
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

下
の
方
に
な
る
に
従
っ
て
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
流
れ
、
岩
か
ら
落

下
す
る
時
は
ざ
あ
ざ
あ
と
音
を
た
て
、
い
よ
い
よ
小
川
に
な
っ

て
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
、
メ
ダ
カ
や
ド
ジ
ョ
ウ
達
が
泳
ぐ
こ
と
に

な
る
。
小
川
が
極
楽
広
場
の
方
に
曲
が
り
、
し
ば
ら
く
分
か
れ

て
歩
い
て
い
る
と
、
や
が
て
洗
井
沢
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
出
て

し
っ
か
り
と
し
た
流
れ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
所
の
、
愛
護
会
の
人
た
ち
と
近
所
の
方
々
の
手
入
れ

の
良
さ
は
、
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
近
所
の
方
々
は
毎
日
草

取
り
を
し
て
、四
季
折
々
の
草
や
花
を
植
え
て
く
だ
さ
る
の
で
、

と
て
も
き
れ
い
で
す
。
小
川
自
体
は
、
八
年
前
に
栄
土
木
事
務

所
が
、
で
き
る
だ
け
自
然
に
近
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
と
大
小

の
岩
や
石
等
で
土
留
め
を
し
て
ス
ロ
ー
プ
を
つ
け
、
車
イ
ス
の

方
で
も
水
の
近
く
ま
で
行
け
る
よ
う
に
設
計
し
ま
し
た
。
五
年

く
ら
い
前
か
ら
、
六
月
の
初
め
に
は
螢
が
飛
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
小
川
の
水
が
暗
渠
に
入
っ
た
り
外
に
出
た
り
し
な
が

ら
、
洗
井
沢
川
せ
せ
ら
ぎ
緑
道
を
流
れ
て
天
神
橋
近
く
で
い
た

ち
川
に
合
流
し
て
い
る
の
か
と
思
う
と
、
五
木
寛
之
氏
書
く
と

こ
ろ
の
〝
大
河
の
一
滴
〞
が
こ
こ
に
あ
り
と
、
一
寸
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
（
か
ず
ち
ゃ
ん
）

通刊3 9号

切
り
取
り
線

この部分を

切り取って

ファイルに

すると便利

です

【 版画　宗森英夫 】 極楽広場（荒井沢）

あ
ら
い
沢
に
つ
い
て

（
注
）
こ
の
一
帯
は
、
地
元
で
は
昔
か
ら
〝
あ
ら
い
ざ
わ
〞
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
市
民
の
森
は
〝
荒
井
沢
〞
と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
川
が
荒
れ
な
い

よ
う
に
と
〝
洗
井
沢
〞
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

暑かったり、虫に刺されたりと自然の中ならでは
の大変さもありましたが、楽しくいろいろなことが
学べました。

＜クイズの答え＞
Ａ１．カワセミなどの鳥がとまれるようになってい

る。近くにはカメラマンがその瞬間を待って
いました。

Ａ２．鉄分が多い水のため、曝気（ばっき）して鉄
分を酸化させ、水をきれいにしている。その
ため水車の近くはオレンジ色になっている。

   （栄区　理科研究会　上郷小学校教諭　中村純）

　週のはじめの曇天からカラッとした天気になっ
た、７月２５日水曜日、栄区の理科研究会臨地研修
会が開催されました。「身近な自然、いたち川を見
つめてみよう」をテーマに、キャリア・コミュニケ
ーターの和久井征治さんを講師に迎え、研修会が始
まりました。
　予備知識として、以前のいたち川の様子と今の様
子とをくらべ、どんなところが変わっているのかを
資料を見ながら学習しました。そして、そのやり方
を見に韓国からも見学者が来て、それが実践された
と聞いて、グローバルな話にびっくりしました。
　川まで歩いていくと植物がたくさん。オオブタク
サやカラムシなど、名前だけでなく由来などにもふ
れられていて、うんうんと納得の声が。クズやイタ
ドリなど食べられる植物になると思わずメモをとる
手に力が入りました。
　水辺広場では大きな植物が育たないようにする工
夫や、水辺に植物が生えるよう「植生ロール」をつ
ける工夫など、よく見ないと分からない秘密がたく
さんありました。子どもたちにちょっと自慢できる
ことが増えました。
　扇橋の水辺から支流を上るとコーン式の魚道があ
りました。大きな魚は上れないのですが、アブラハ
ヤやヨシノボリならあがれるそうです。目をこらし
てみてみましたが、残念ながら上がっている姿は見
られませんでした。
　さて、ちょっとブレイクタイム。
Ｑ１．尾月橋近くの川の中程に、木の棒（およそ２

m）は何のために立てられているか。
Ｑ２．扇橋の水辺広場から支流を上ったところに水

車があります。何のためにあるのでしょうか。
　生き物を見に来る人のために、そしてそこに住ん
でいる生き物のために、いろいろなことがされてい
ることに驚きました。
　川に近寄ってみるとシラサギがいたり、扇橋の近
くではカワセミがいたりと、思わぬ出会いが待って
いました。

身近な自然　いたち川を見つめよう 小学校理科研究会　栄区臨地研修会報告

川の中に謎の木の棒が！
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こ
れ
ま
で
も
、
い
た
ち
川
で
見
ら
れ
る
何
種
類
か
の
外

来
生
物
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
ミ
シ
シ
ッ
ピ

ー
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
を
紹
介
し
ま
す
。

名
前
の
通
り
原
産
は
ア
メ
リ
カ
南
部
の
ニ
ュ
ー
メ
キ

シ
コ
か
ら
ア
ラ
バ
マ
州
に
か
け
て
と
、
メ
キ
シ
コ
北
東
部

で
、
一
九
五
○
年
代
に
日
本
に
入
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
「
ミ
ド
リ
ガ
メ
」
と
し
て

売
ら
れ
て
い
る
カ
メ
で
、
子
ど
も
の
頃
は
緑
色
で
黄
色
い

模
様
が
あ
り
ま
す
。
大
き
く
な
る
と
褐
色
化
し
、
く
す
ん

だ
色
合
い
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
高
齢
に
な
る
と
全
体
的

に
黒
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
。頭
の
両
脇
に
赤
い
模
様
が
あ
り
、

遠
く
か
ら
で
も
目
立
ち
ま
す
。

　
と
て
も
長
生
き
で
二
〜
三
○
年
く
ら
い
生
き
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
大
き
な
も
の
で
は
三
○
セ
ン
チ
近
く
に
な
り
ま

す
。
魚
や
昆
虫
、
水
草
な
ど
を
食

べ
ま
す
。
い
た
ち
川
中
流
域
か
ら

下
流
で
み
ら
れ
ま
す
。
大
き
な
石

の
上
で
甲
羅
干
し
を
し
て
い
る
姿

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
多
い
所
で

は
五
、六
匹
も
一
緒
に
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。　
　
　
（
い
も
り
）

　

　
相
鉄
い
ず
み
野
線
弥
生
台
駅
の
北
口
か
ら
徒
歩
で
２
分

の
と
こ
ろ
に
、
約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
緑
地
が
残
っ
て
い
ま

す
。
緑
地
は
コ
ナ
ラ
な
ど
を
主
体
と
し
た
自
然
林
と
、
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
か
ら
構
成
さ
れ
、
森
の
一
番
奥
に
は

休
耕
田
を
主
体
と
し
た
湿
地
（「
亀
谷
戸
」
と
呼
び
ま
す
）

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
湿
地
の
湧
水
は
、
せ
せ
ら
ぎ
に
集

ま
り
森
を
潤
し
な
が
ら
流
れ
、
や
が
て
下
流
の
阿
久
和
川

に
注
い
で
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
昔
の
横
浜
の
里
山
風
景
と

自
然
が
残
さ
れ
て
お
り
、
四
季
折
々
の
動
植
物
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
春
に
は
キ
ブ
シ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
咲
き

せ
せ
ら
ぎ
沿
い
の
藪
の
中
か
ら
は
ウ
グ
イ
ス
の
声
が
絶
え

間
な
く
聞
こ
え
、
初
夏
の
夜
に
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
乱
舞

し
幻
想
的
な
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夏
場
は
せ

せ
ら
ぎ
が
涼
を
運
び
水
底
で
は
サ
ワ
ガ
ニ
が
遊
び
、
秋
と

も
な
る
と
ア
カ
ト
ン
ボ
が
乱
舞
し
イ
ナ
ゴ
や
バ
ッ
タ
が
湿

地
に
群
れ
ま
す
。
晩
秋
に
は
多
種
の
木
々
が
赤
や
黄
色
に

紅
葉
し
、
や
が
て
冬
に
な
る
と
湿
地
の
周
辺
で
は
霜
柱
が

目
立
ち
ま
す
が
、
湧
水
は
凍
結
す
る
こ
と
な
く
絶
え
間
な

く
流
れ
続
け
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
弥
生
台
の
自
然
の
営
み

を
記
録
し
て
い
く
た
め
に
、「
弥
生
台
日
記
」
と
い
う
か

た
ち
で
昨
年
よ
り
地
域
の
皆
様
に
紹
介
を
始
め
ま
し
た
。

毎
月
１
回
か
ら
２
回
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
１
枚
と
い
う
簡
素
な

も
の
で
す
が
、
こ
の
緑
地
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
頂
く
た

め
に
季
節
の
話
題
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
新
緑
の

季
節
を
過
ぎ
樹
木
の
緑
が
日
一
日
と
色
濃
く
な
り
、
湿
地

で
は
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
群
れ
、
カ
ル
ガ

モ
た
ち
が
ク
レ
ソ
ン
を
食
べ
に
や
っ
て
き
て
い
ま
す　
　

　
（
弥
生
台
の
せ
せ
ら
ぎ
と
ホ
タ
ル
を
守
る
会　
横
田
光
邦
）

　
　
　 弥

生
台
日
記

リ
レ
ー
ト
ー
ク
34

ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ

●　

い
た
ち
川
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
き
物

＜前号から続く＞
飯島方面の水流に別れを告げてからはいたち川の上流に向かって

のんびりと進む。川べりの道には、春の訪れを味わうかのように散策
の人々が大勢行き交い、トサミズキや白モクレンが咲き、川面をカワ
セミが飛翔し、川辺にはアオサギが佇み、アカミミガメが岩の上で日
向ぼっこしている。そこには春先ののどかないたち川風景があった。
海里橋に着いた所でメンバーの中の Y氏が所用のため離脱、８名

になったOTASUKE 隊は橋を渡って暗渠をたどりながら鎌倉女子大
の裏側から環状４号線に出る。公田小入口交差点を突っ切り、殆どが
暗渠のため水流を見ることができないまま椎郷堀を歩く頃は既に正午
を過ぎていた。
道を左（東側）に折れてから公田小前まではかなり急な坂道だが、

最近開発されて高いコンクリート壁が築かれている。坂道を埋めるよ
うに築かれているので巨大な擁壁がそびえている感じだ。表現は悪い
が、さながら山の中に城を築いたような様相を呈している。
公田小前信号を右に折れて暫く坂道を上って行くと荒井沢中谷公

園に突き当たり、そこは山裾になる。直ぐ近いグランド・キャニオン
を眺めながら階段を上り林の中を進む。今泉北・自然環境保全地域と
書かれた大きな看板が現れた。今泉は鎌倉市の地名だから横浜市と鎌
倉市の市境を歩いていることになる。暫く行くと目標にしていた富士
講の石碑が現れた。
自然石でできた人の身長ほどもある大きなもので、碑面には「南無

仙元大菩薩」と刻まれている。通常、富士講の碑面は富士山に正対し
ているというのだが、富士山は見えなかったのでコンパスを取り出し
て方向を見定めてみるとそれよりも僅かに南を向いているように思え
た。

　西側は開けていて大船や遠く藤沢の町なみが見えるなど見晴らし
が利く。少し宣伝してこの碑を見に来る人が増えてもいいかな、と
思われた。それでも訪れる人はいるとみえて石碑にはお賽銭と思わ
れる硬貨が数枚上がっていた。我々はお賽銭を上げることなしに記
念写真を撮ってからボトルの飲み物で咽喉を潤しただけだ。考えて
みたら今朝歩き始めてからこの 3時間余全く飲んだり食べたりし
ていなかったのだった。こんなに根を詰めてやらないでもう少し余
裕を持った探査活動をした方が良さそうだな、と思った途端になん
の脈絡もなく猛烈な空腹を覚えた。
この尾根道が分水嶺となっていて、西が鎌倉の砂押川、東がいた

ち川に分けている。この地で午後からセミナーの講師の仕事に出掛
けるという F氏が帰ることになった。時刻は１２時半を遙かに回
っている。皆城山頂上で昼食という予定だったが木々が繁茂してい
てランチ会場に相応しい場所が無さそうなので一気に山を降りて荒
井沢水辺愛護会の活動拠点である極楽広場に行くことにした。
食事にありつくという明確な目標設定が山道を下る足を速める。

そんなに時間を要しないで極楽広場に着くことが出来た。
ここでは、OTASUKE 隊メンバーに愛護会の活動家・K氏ご夫

妻がいるものだからさながら我が家の庭で野外パーティをするよう
な雰囲気である。屋根の掛かった休憩場所の、直ぐそばの半切りド
ラム缶をかまどにして薪が火炎を上げており、大きなやかんに音を
立ててお湯が沸いている。
　ぶ厚い木のテーブルに並んだご馳走が凄い。採れたての大きな椎
茸が旨そうに焼かれて銀紙に載せられている。ほどよく漬け込まれ
た漬物がある。予め用意されていた缶ビール、持参したスキットル
のウイスキーと紙パックのお酒･･等など、先ずは乾杯だー。乾いた
咽喉に染み通る美味しさなり、正に、甘露！甘露！
　同じテーブルで、活動を終えて昼食中の愛護会の方々とつまみや
おかずを交換したり歓談しながら、持参のお弁当を平らげたところ
で６時間の長きに亘る分水嶺探査を終えた。

　我々が歩いた飯島市民の森といい皆城山といい名前は立派な山で
はあっても標高は１００mにも満たない小山である。その峰をさ
まよい歩き、分水嶺を見定めようとしたのだがそれは間違っている
ことに気が付いた。
　通常、源流を調べる時は川口から遡って上流を目指してゆく。そ
して源流の上に位置する山が分水嶺なのである、という単純なこと
気が付いたのだ。だから、昨年来の源流探査の時点で実は分水嶺探
査も終わってしまっていた、というのが正解なのではなかったのだ
ろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　（ピンテール）

【いたち川水源探査 - 6　 いたち川の分水嶺を歩く　3／ 10】　

　椎郷堀～荒井沢市民の森方面　 環状４号
線

桂 
台 
西

桂
台
南

荒井沢市民の森

公田団地

公田町　

★栄
区
役
所

中野町

桂台北

本郷小

桂台中

桂台小

公田小　　　

本郷中　

極楽広場

環
状
４
号
線

鎌
倉
街
道

横
浜
・
鎌
倉
市
の
境

▲
富士講の碑

海里橋

いたち川

椎 

郷 

堀

行 程

洗
井
沢
せ
せ
ら
ぎ
緑
道


